
～

１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

（AI・IoT等先端技術の利活用の促進）
・AI、IoT等の先端技術は生産性向上に寄与する効果が見込まれるが、
県内企業の利活用が進んでいない。

（AI・IoT等先端技術の利活用の促進）
・県内中小企業等に対する先端技術の普及啓発、導入支援等を
行うことにより、活用率の向上を図る。
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達成状況
の分析

１ 国際的展示商談会は、台風19号の影響により来場者総数が減少したが活発な商談が行われ、商談件数は目標を達成した。
２ プロフェッショナル人材のコーディネート件数は、毎月、達成状況を確認するなど計画的に活動を進め、目標を達成した。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性
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120,14374,900

職員数（人）

うち一般財源 49,254 82,943

1,888件↘

360件↗

（地域中核企業への支援）
・県内中小企業の経営環境は大きく変化しており、変化に応じた支援が
求められている。

（地域中核企業への支援）
・産業支援機関が連携し、経営環境の変化に応じて、企業が必要
としている支援を実施する。

成果指標
設定理由

１ 企業の販路開拓・拡大には、商談機会を増やすことが重要であることから、商談状況を把握するための指標
　　 ※目標値：過年度実績に基づき設定
２ マッチングの成約につながる企業と専門人材とのコーディネート状況を把握するための指標
 　　※目標値：過年度実績に基づき設定

合計（A) 77,566

総合的に展開する
重点政策

2-1 革新力に富んだ産業の創出・育成

H29年度

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
・本県の基幹産業であるものづくり産業の更なる振興を図るため、国際的な展示商談会である諏訪圏工業メッセの開催を支援し
た。（R1年度　425企業出展、来場者数27,841名）
・また、県内企業の経営革新を促進するため、プロフェッショナル人材戦略拠点を設置し、専門人材の確保を促進している。
（R2.3月末実績　コーディネート498件、成約129件）

【目指す姿】
・地域の自治体、商工団体等が一丸となって行う国際的展示商談会に助成し、次世代産業の育成・確保や国内外の企業との取引
を促進する。
・県内企業の稼ぐ力の向上を図るため、SDGsを活用したビジネスモデルの普及や企業の求人ニーズと県内外の専門人材のマッチ
ングを支援し、県内企業の経営革新を促進する。
・AI・IoT等の先端技術の利活用を支援して、県内中小企業の生産性向上とICT産業の振興を図る。
・産業支援機関の連携により、中核企業へのステップアップを支援する。

【実施内容】
・地域ものづくり産業国際展開推進事業、プロフェッショナル人材戦略拠点事業など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保

（SDGsを活用したビジネスモデルの普及）
・県内企業では、ＳＤＧｓを中核とするビジネスの取組方法が理解できて
いない企業が多い。

（SDGsを活用したビジネスモデルの普及）
・地域へSDGsを波及させる取組（ワークショップ等の開催）、企業
への伴走支援（補助事業）を通じ、SDGsの理解を深め、ビジネス
チャンスに結びつける。

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

keieishien@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 1.労働生産性

課・室

事業番号 07 03 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 中小企業経営支援関連事業費
部局 産業労働部

実施期間 S54

産業立地・経営支援課

131,997

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 77,566

131,997

達成

達成

0
達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

国際的展示商談会におけ
る商談件数

2
プロフェッショナル人材
コーディネート件数

目標値H30年度 R１年度

2,174件↗

498件↗

✓ AI・IoT等先端技術の利活用の促進

・AI・IoT等先端技術利活用支援拠点を設置

・AI・IoT等利活用促進プラットフォームを構築し、経済産業省から「地方版IoT推進ラボ」に選定

・企業等のAI・IoT等を活用した生産性向上や地域課題解決に資する取組みに対して、経費の一部を補助

✓ SDGsを活用したビジネスモデルの普及

・SDGsに取り組む意義や活用事例、モデル事業ＰＲを目的としたセミナーを開催。

・SDGsの達成に資する製品・役務の販路開拓を行う事業の創出支援。

✓ 地域中核企業への支援

・産業支援機関が連携し、プロジェクトチームにより支援を実施

・企業の具体的な取組に対して、マーケティング経費の一部を補助
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1
展示商談会実行委員会に
対する助成

補助金
県内で開催される国際的展示商談会（諏訪圏工業メッセ）の開催経費
を補助【商談件数2,174件】

1
プロフェッショナル人材
戦略拠点事業

委託
企業の人材ニーズと移住希望者のマッチングを行うプロフェッショナ
ル人材戦略拠点を設置するほか、情報発信を実施
【コーディネート件数498件、累計成約件数332件】

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

55,177 55,016
千円

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

プロフェッショナル人材戦略拠点事業費3
千円

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 07 03 02 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

千円
中小企業経営支援イノベーション推進事業費

産業労働部 課・室 産業立地・経営支援課

2,427
千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

細事業
No.

部局事　業　名 中小企業経営支援関連事業費

No.

1

2

実施
方法

細事業を構成する主な取組

中小企業経営支援イノ
ベーション推進事業

経営支援職員資質向上推
進事業

1
1,665

直接

直接

令和元年度　実施内容（実績）

職員の中小企業大学校への長期研修負担金・旅費

職員研修会の講師謝金・費用弁償旅費、中小企業大学校への短期研修
負担金・旅費

細事業
No.

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

2
16,000 16,000

千円 千円
地域ものづくり産業国際展開推進事業

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
小売業等経営動向調査事
業

委託
県内小売商業企業400社を対象に、年４回、業況、売上高、経営の問
題点等について調査、分析を実施

4 中小小売商業振興事業費
2,058 1,895

千円 千円

5 SDGsを活用したビジネスモデル普及事業費
- 8,604

千円 千円

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

2
SDGs活用販路開拓モデル
創出事業

補助金
ＳＤＧｓの観点で市場から求められる内容に対応し、ビジネス展開につなげる取組のう
ち、県内企業へ波及効果の高い取組を公募により募集し事業を実施（実施件数：５
件）。なお、補助率は２分の１、上限額は1,000千円（令和２年度以降は700千円）。

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
SDGsを活用したビジネス
モデル普及事業

委託

①普及・啓発
中小企業がＳＤＧｓに取組む意義や活用事例、モデル事業ＰＲを目的としたセミナーを
開催しＳＤＧｓの普及・啓発を実施（7月、2月）
②モデル事業実施者への伴走支援
モデル事業実施者に対するMS&ADインターリスク総研（株）の伴走支援（取組内容に対す
る助言・指導など）により、県内中小企業がＳＤＧｓの達成に資する製品・役務の販路
開拓を行う事業（モデル事業）の創出を支援。
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6 AI・IoT等先端技術利活用支援拠点整備事業費
- 25,034

千円 千円

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

2 県内事業者育成補助事業 補助金

・AI・IoT等先端ツール導入支援事業
 （補助率1/2、補助上限額50万円）４件採択
・AI・IoT等先端技術活用地域課題解決型モデル創出事業
（補助率1/2、補助上限額300万円）４件採択

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
AI・IoT等先端技術利活用
支援拠点整備

委託

・平成31年4月に「AI・IoT等先端技術利活用支援拠点」を設置
 （相談対応件数470件、セミナー等講演14回）
・令和元年6月に経済団体、大学、産業支援機関等と「AI・IoT等利活用促進プ
ラットフォーム」を構築
 （同年9月に経済産業省から「地方版IoT推進ラボ」に選定）

7 産業支援機関連携体制構築事業費
- 11,167

千円 千円

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

2
マーケティング活動支援
事業補助金

補助金
産業支援機関が連携して支援を行う､中核企業への発展を目指す中小企業者の将
来有望な取組に対して、マーケティング活動に係る経費を補助
（補助率1/2、補助上限額200万円）５件採択

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
中核企業育成ステップ
アップ支援事業

委託
産業支援機関が連携により、集中的な企業支援を行い中核企業へのステップ
アップを支援（支援件数５件）
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